
秋田県における環境放射能について

（昭和61年度）

勝又貞ー＊ 大谷裕行＊

武藤倫子＊ 佐藤泰ヱ＊

I 緒 言 表 1 調査対象

本報侍は秋田市を中心とした環境放射能に関する昭和

60年度（60.4~61.3)の調査結果であり，科学技術庁委

託分に当所で一部追加して行ったものである．

なお，本調西の期間中にソ連のチェルノプイリ原子力

発電所で事故か発生し，その影曹がみられたのであるが，

当所で実施した調査結果については科学技術斤に報告し

たので，本報から除外した．

II 調査の概要

A 調杏対象

表 1に示した．

B 測定方法

試料の前処兜および測定法は，科学技術庁編 1全ベー

タ放射能測定法（昭和52年）」，「NaI(Tl) シンチ

レーションスペクトロメータ機器分析法（昭和49年）」，

「放射性ストロンチウム分析法（昭和58年）」等に準じ

た．

C 測定髪置

NaI (Tl)波高分析器：日立505型

低バックグランド自動測定製置：アロカ LBC-451

シンチレージョンサーベイメーター：

ァロカTCS--121型

モンタリングボスト：アロカMAR-R-42

Ge(Li)半導体検出器付波高分析装置：

キャンベラ8100-4k（秋大仮学部）

調 蒼 試 料 採取場所 検体数

野菜（キャベツ） 秋田市 1 

各
II （大 根） II 1 

牛 乳 ‘’ 2 
種

魚
夕 イ 男鹿市 1 

食 類
コ イ 秋田市 1 

品 日 常 食 II 1 

米 II 1 

陸 上水 （蛇口水） II 2 

水 淡 水 II 1 

土壌 草 地 河辺町 2 

雨
定 時 採 水 秋田市 降雨毎

水
大 型＾水 盤 II 1ヶ月毎

モニタリングポスト II 周年連続

空間線量
シンチレーションサーベイ fヽ 12 

牛 乳（原 乳）（町） II 6 

皿調査結果

A 雨水の全B放射能

大型水盤による 1ヶ月ごとの測定結果を表 2, 定時

(/¥M9 :00)採7Kの結果を表 3と図 1に示す．図 1で

明らかなように 5月7日から29日までの雨水にチェルノ

ブイリ原発事故による影響が顕著にみられ，この期間だ

けで降下量か 1平方キロメートル当り 211.7mCiを記録

＊秋田呪衛生科学研究所
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表2 雨水ちりの全f3放射能（大型水盤）

9
7
 

採 取 期 間 採取後 比較試料計数率
バックグラウンド

試 料 計 数 率
月間降下量試料 降水量 採 取 測定迄 測 定 供試量 （除バックグラ （除バックグラ

番号 の時間 ウンド計数率）
計算率

ウンド計数率）
月 日 ～月 日 日数 皿窟 年月日 年月日 ml cprn 

cpm/ P, 
mCi／遍

hr cpm 

1 4月1日～5月1日 30 132.1 61. 5. 1 6 61. 5. 1 100 11009.6士33.2 0.9土0.3 17.5土 5.9 1.2 

2 5月1日～5月22日 21 84.2 61. 5. 22 6 61. 5. 22 II 10911.5土33.0 1.0土0.3 1531 士39.4 89.0 

3 5月22日～7月 1日 40 87.3 61. 7. 1 6 61. 7. 1 II 11638.1土34.1 0.8土0.3 322.5士18.4 7.5 

4 7月 1日～8月 1日 31 189.9 61. 8. 1 6 61. 8. 1 II 11804.2土34.4 0.5土0.2 8.5土4.2 0.2 

5 8月1日～8月20日 19 109.4 61. 8. 20 2 61. 8. 20 II 12051.4士34.7 0.9士0.3 0.0士 3.9 0.0 

6 8月20日～10月 1日 42 197.8 61.10. 1 6 61. 10. 1 II 11343.0土33.7 0.8土0.3 18.5士 5.8 1.9 

7 10月1日～11月 1日 31 126.8 61. 11. 1 4 61.11. 1 II 10929.7士33.1 0.7土0.3 17.5士 5.5 1.8 

8 11月1日～12月 1日 30 200.7 61. 12. 1 6 61. 12. 1 II 10910.3土33.0 0.9土〇．3 12.0土 5.5 2.6 

， 12月 1日～12月31日 30 125.1 61. 12. 31 123 62. 1. 5 II 10746.7土32.8 0.9士0.3 5.5士 4.7 0.7 

10 12月31日～ 1月31日 31 145.3 62. 1. 31 2.5 62. 1. 31 II 10642.7土32.7 0.7土0.3 27.5士6.4 3.9 

1 1 1月31日～ 3月2日 30 110.0 62. 3. 2 30 62. 3. 3 II 10463.2土32.3 0.5土0.2 27.0土 6.1 3.1 

12 3月2日～4月 1日 30 127.7 62. 4. 1 6 62. 4. 1 II 10959.4士33.1 1.1土1.0 16.0士 6.2 1.5 
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図1 雨水による全¢放射能降下量と降水量
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表3 雨水の全f3線放射能値

|

9

9

ー

年 月 測定回数 降 水量
耳自 C' 値 最 墨値 平 喜 値 降mC下i/k杭量mm p £ p JJ, p ¢ 

昭和61. 4 13 132.1 101.0 10.3 46.5 4.1 

5 17 121.6 11,860 66.9 3,140 213.0 

6 6 50.4 249.9 8.2 108.6 2.3 

7 14 189.9 41.8 2.3 17.2 2.4 

8 7 113.9 24.8 2.2 10.3 0.7 

， 10 193.3 57.9 1.1 17.9 1.9 

10 14 126.8 61.8 4.6 30.9 4.5 

11 19 200.7 166.3 16.2 48.8 9.6 

12 14 125.1 134.9 17.8 56.1 4.2 

昭和62. 1 16 145.3 154.9 14.9 56.1 7.5 

2 14 110.0 207.7 28.0 74.5 4.8 

3 13 127.7 63.3 

゜
35.8 3.3 

（測定値は 6時間更正値）
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図2 モニタリングポストによる空間線鼠
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表4 農畜産物の全B放射能

1
0
1
1
 

試 採 取 測 定 新鮮物
灰分 比較試料計数率

バックグラウンド
試灰ウ（分除ン料5パド00計計ッm数9ク数当率グり率） ラ

放射能濃度（含K)

種類 部位 採取地点 重量
新鮮重 （除バックグラ

計数率 灰分 1g当り 新鮮重当り当 り ウンド計数率）
番号 年月日 年月日 g 

％ 
cpm 

cpm cpm pCi pCi/kg 

1 牛 乳 原乳 61. 7. 22 秋 田市 61. 11. 26 10,000 6.67 116.04土1.98 0.72士0.16 49.68士1.31 173士5.43 1.16土0.04

2 II 

’’ 61. 12. 10 ” 62. 2.25 11,000 6.46 143.42士2.20 0.61士0.14 56.22土1.38 159土4.60 1.03士0,03

3 キャベッ 葉部 61. 10. 17 II 61. 11. 26 8,666 0.603 116.04士1.98 0.72土0.16 107.31土1.90 375土9.23 2.26士0.06

4 ダイコン 根部 II ‘’ ／／ 8,698 0.555 II II 110.01士1.93 384土9.39 2.13士0.05

5 米 精米 61. 10. 20 II ／／ 4,000 0.446 II II 28.48土1.00 99.4士3.88 0.44士0.02~. 

表5 海産生物の全B放射能

試料 採取 種 類
灰分

測 定
比較試料計数率

バックグラウンド 試料計数率
放射能濃度（含K)

採取地点 及び
新鮮重 （除バックグラ

計数率 灰分500mg当り 灰分 1g当り 新鮮重 1g当り当り ウンド計数率）
番号 年月日 部 位

％ 
年月日 cpm cpm 

pCi pCi cpm 

1 61. 8. 27 秋田市 鯉（全身） 6.68 61. 11. 26 116.04土1.98 0.72士0.16 27.84士0.99 97.2士3.83 3.28土0.13

2 61. 9. 9 男鹿市 鯛（全身） 4.90 II II II 21.48士0.87 75.0士3.31 4.13土0.18



表6 日常食の全釘放射能

試料 採取 測定 生体重量 灰分
比較試料計数率

バックグラウンド

灰嘘ウン分よド500計り叩数嘉当率詈） り

放射能濃度（含K)

採取場所
（除バックグラ

計数率 灰分 1g当り 人・ 1日当りウンド計数率）
番号 年月日 年月日 kg g／人・ 1日 cpm 

cpm cpm pCi mCi 

1 61. 7.28 秋田市 61.11.26 6,529 11,164 116.04土1.98 0.72士0.16 32.71士1.07 114士8.68 1,274土96.9

2 61.11.11 ” 
II 7,812 14,960 II II 33.88土1.09 118士4.29 1,769土64.2

|
1
0
2

ー

表7 陸水の全f3放射能

試料 採 取 測 定
比較試料計数率

パックグラウンド
試灰ウ（除分ン料パド50計計ッ0町数ク数当率グ亨） フり

放射能濃度 蒸 発（除バックグラ
試料名 採取地点 水 温

ウンド計数率）
計数率 残 留 物

番号 年月日 年月日 cpm pCi/£ m9/£ cpm cpm 

1 上（蛇口水水） 61. 7.22 秋衛田市研 6.82 61. 7.25 11,385.1土33.7 0.5士0.2 1.9土0.5 2.3土0.6 66.0 

2 淡 水 61. 8.27 秋添田市川 6.75 61. 9.2 12,109.7士34.8 0.9士0.3 2.9土0.7 3.2士0.8 58.4 

3 上（蛇口水水） 61.12.19 秋衛田市研 6.87 61.12.22 10,765.2士32.8 0.9士0.3 2.2土0.6 2.8土0.8 70.1 



表8 土壌の全B放射能

試料 採 取
採取個所

採 取 乾土 測定
比ウ乾（除餃ン土試バド1計料ッ9計数ク当数率グり應） フ 試ウ乾（除ン料土パド1計計ッ,数ク数当率ダり率） ラ

放射能濃度（含K)
バックグラウンド

面積 全量 計 数 率 乾土 1g当り 面積当り
番号 年月日 地名 種類深さ 品 g 年月日 cpm 

C訊
cpm cpm pCi mCi／属

1 60. 8. 1 岩河見辺三町内 草地 0 -5 251.2 600 61.11.26 116.0土2.0 0.7士0.2 9.34土0.6 32.6士2.17 807士54

2 II ‘’ A’ 5 -20 II 2,870 ‘’ ／／ II 8.71土0.58 30.4士2.10 3,510土242

表9 牛乳中の131I 

|
1
0
3
|
 

測 定 供試料 測定 バックグラウンド 試 料 カリウムー40
ヨ ウ素ー131

試 料 採 取
採取地点 種 類 時間 計 数 率 全 計 数 率 計 数 率 計数率 放射能濃度

番 方Iコ 年 月 日 年月 日 £ mm cpm cpm cpm 
cpm/1!. pCi/£ 

61-1 61. 4.23 秋田市牛島 原乳 61. 4.23 2 1,000 32.29土0.18 4.84土0.26 7.75士0.25 0.59土0.15 9.1土2.3

61-2 61. 7.22 A9 II 61. 7.22 II ル9 32.17土0.18 3.26士0.26 5.20土0.24 0.15土0.15 2.4土2.3

61-3 61.10.17 II II 61.10.17 II II 27.22土0.16 3.91土0.24 5.28士0.24 0.51士0.14 8.0土2.1

61-4 61.12.10 II II 60.12.10 II II 27.40土0.17 3.83士0.24 6.14士0.24 0.30土0.14 4.6土2.1

61-5 62. 1.22 ／ヽ II 62. 1.22 II II 27.20土0.16 5.07士0.24 6.91士0.24 0.74土0.14 11.5士2.1

61-6 62. 3.10 II II 62. 3.10 II II 27.36土0.17 3.94土0.24 6.41土0.24 0.27士0.14 4.1土2.1



表10 農産物の％Sr,137Cs 

9
,
'
1
0
4
|
 

試料の性質 ストロンチウムー90 セシウムー137
試料 採 取 供試料 測 定 測定

種 類 部位 採取地点
生体悶） 

カルシウム
(含カc;/リkウ釦量ム

生体中 ストロンチウム 生体中 セシウム

番号 年月日

｀ 
(含g/k釦量 （尉） 年月日 年月日

pCi/kr;. 単 位pCi/kg 単 位

1 61.10.17 大 根 根部 秋田市 0.56 0.28 2.19 5.55 62. 2.18 11.2士0.94 39.9士3.4 62. 1.30 13.4土0.47 6.11土0.16

2 II キャベッ 葉部 II 0.60 0.38 2.30 6.03 ／／ 9.9士0.83 26.0土2.2 62. 2. 2 1.22土0.430.53土0.19

3 61.10.20 米 精米 II 0.45 0.033 0.333 4.46 II 1.04土0.71 31.5土21.5 62. 1.10 4.18土0.26 12.5士0.78

表11 牛乳（原乳）の OOSr,137Cs 

試料の性質
供試料 測定

ストロンチウムー90
測定

セシウムー137
試料 採取

種類 採取地点
隻 体 ） 分中

カルシウム カリウム 生体中 ストロンチウム 生体中 セシウム

番号 年月日
(含g/ R, 生量） (含g/ R, 生量） 

疇 g)年月日 年月日
pCi/ £ 単 位（％ pCi/kg 単 位

1 60. 7.22 原乳 秋田市牛島 6.66 0.95 1.25 6.66 61.2.18 2.0士0.71 2.1士0.75 62.1. 9 19.2士0.52 15.4土0.41

2 62.12.10 II II 6.46 0.94 1.32 6.46 II 1.6土0.59 1.7土0.63 62.4.25 4.1土0.23 3.1士0.18



表12 海産生物の "'Sr,'"Cs

試料 採取
試料の性質

供試料 測定
ストロンチウムー90

測定
セシウムー137

試料名 採取地点
嚢 体 ） 分中

カルシウム カリウム 灰分量 生体中 ストロンチウム 生体中 セシウム

番号 年月日
(含g/k必量 心^ ／碑量） g 年月日

単位
年月日

pCi/ R, 単 位（％ pCi/kg 

1 60. 8.27 鯉（全身） 秋田市 3.38 9.36 2.24 33.76 62. 2. 9 171.6土4.2 18.3士0.4 62. 2. 3 34.9土0.63 15.6土0.28

2 62. 9. 9 鯛（全身） 男鹿市 5.51 16.2 3.35 55.10 62. 2. 9 1.28士0.82 0.02土0.01 62. 1.31 13.1士1.00 3.91土0.30

表13 日常食の印Sr,137Cs 

|
1
0
5

ー

試料 採取 生体重量
試料の 性 質

供試料 測定
ストロンチウムー90

測定
セシウムー137

採取場所

(灰gi雷分） (カmル9（シ督ウム） （カ＂（リ督ウム） 
（灰分）

生p人Ci/体・1 日中
ストロンチウム

生p人Ci体/・1 中日
セシウム

番号 年月日 kg g 年月日
単位

年月日
単 位

1 61. 7.28 秋田市 6.529 11.16 366 1282 8.54 62.2.18 2.46土0.76 6.72土2.07 62. 1.28 5.36士0.69 4.18士0.54

2 61.11.11 II 7.811 14.96 547 1781 9.58 ／／ 2.42士1.08 4.43士1.97 62. 1.27 13.8士0.80 7.74士0.45

表14 土壌の 90Sr, 13℃s 

試料 採取 採 取 採取 採取 採取 乾燥細土 供 試 料 測定
ストロンチウムー90

測定
セシウムー137

種類 部位 面積 全量 乾燥細土 乾土中 面積当り 乾土中 面積当り
番号 年月日 地点 C訊 直 ， g g 年月日 年月日

mCi／賊pCi／初 mCi／賊 pCi/kg 

6-1 61. 8. 1 河辺町 草地 0-5 251.2 1105.1 600 100 62. 2. 9 868土22.2 21.5士0.55 62. 1. 8 2410土42 57.6士1.0

6-2 II II II 5 -20 II 5083.4 2870 100 II 800土23.5 92.4士2.71 62. 1. 7 1370土31 157士3.5



した．その他の期間は殆ど平常時と変らず，全期間を通

した総降下量は258.3mCi／属であり，上記の期間中の

ものを除くと46.6mCi／属に止まった．

B 各種食品，降水，土壌等の全B放射能

表4~8に示した．各試料とも異常値は検出されなかっ

た．

C 牛乳（原乳）中の 1311

表9に示す．

D 各種食品土壌中の 90Sr, 137Cs 

表10-14に示した．各試料ともほゞ低レベルであった

が，検出限界以下となったものは，goSrでは米，牛乳

(7, 12月），鯛，日常食（11月）の 5試料にのぼり，

過去最多となった．しかし 137Csはキャベツだけにと

どまった．なお 7月採取の牛乳の 137Cs談度か‘l,e当

り19.ZpCiを記録し，最近 5年間 (8.56~60)の平均

値l.9pCi（最大3.7～最小0.9pCi)を大巾に上回ったの

表15 モニタリングポストによる空間線量測定値

測定年月日 上農平均値 下値C平P均S値 平均値
PS CPS 

S61. 4 13.4 11.0 11.6 

5 14.9 11.2 12.2 

6 12.7 11.8 12.1 

7 13.3 11.3 12.0 

(1~17) 13.1 11.1 12.0 
8 
(21~31) 15.6 14.1 14.7（新庁舎）

， 15.6 14.1 14.7 

10 15.7 14.2 14.7 

11 16.7 14.3 15.0 

12 16.7 14.1 14.9 

S62. 1 16.5 12.6 14.1 

2 15.5 13.6 14.5 

3 16.1 13.9 14.6 

w 結 語

は注目された．これはチェルノブイリ原発事故の，降下

物→土壌→牧草→牛→牛乳という食物連鎖による汚染と

も考えられるが，詳しい追跡調森をしていないので断定

は出来なかった．

E 空間線量

モニタリングポストによる空間線量（周年連続）を図

2と表15,シンチレーションサーベイメータによるもの

を表16に示した．どちらも全期間を通して異常値は観測

されてなかったが， 5月上旬にチェルノプイリ原発事故

の放射能が雨水等に検出されたのと殆ど同時に，モニタ

リングポストの平均値が 6日から0.5cps程度上昇してい

ることが分った．またモニタリングポストを現在の新庁

舎に移設した 8月21日以降は，それ以前の旧庁舎での

データと比べ，平均値で約2.5cpsの上昇を示した．これ

は建築材に使用した新しいコンクリート等の材料等の影

響によるもので，新築した場合に共通した現象と考えら

れた．

表16 シンチレーションサーベイメータによる空間線量

測定年月日時 測定場所 天候 測喜値
μ hr 

S 61. 4.1411 : 05 秋田市水迫山 快晴 8.1 

5.2614: 00 II 快晴 8.6 

6.21 9 : 30 ” 晴 7.9 

7.2510:30 ” 曇 8.2 

8.29 9 : 35 II 快晴 8.0 

9.24 14 : 45 II 簿曇 8.5 

10.25 9 : 40 ／／ 快晴 7.8 

11.1814: 10 ／／ 晴 8.4 

12.26 10: 00 II 俄雪 8.0 

S 62. 1.29 13 : 30 II 曇 8.3 

2.2614: 20 II 曇 7.5 

3.2710: 40 ” 晴 7.6 

させた．また 7月採取の牛乳からやヽ高い 137Csを検

出した以外は，全般に前年度と同じく低レベルに推移し

ソ連のチェルノブイリ原発事故による＇影響が，特に雨 た．

水の全B放射能にみられ，年聞の総降下量をかなり増加
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